
　
出
　
張
・
研
　
修

　
主
　
な
　
事
　
柄

・
新
年
あ
い
さ
つ
・
抱
負

・
研
修
報
告

・
さ
く
ら
近
況
報
告

・
所
内
旅
行
報
告

・
新
人
紹
介

ススポポッットト

編
集
後
記

編
集
後
記

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。今
年
も
あ
か
つ
き
新
聞

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃

は
も
っ
と
寒
か
っ
た
様
に
感
じ
ま
す
。

　
正
月
明
け
に
河
口
湖
に
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
湖
は
全
く
氷
っ
て

お
ら
ず
普
段
の
様
相
で
し
た
。昔

は
こ
の
時
期
だ
と
氷
結
し
て
い
た

は
ず
で
、寒
い
寒
い
と
言
い
つ
つ
も

実
際
は
温
暖
傾
向
に
あ
る
の
だ
と

感
じ
ま
す
。

　
昨
年
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
と
な

り
大
変
で
し
た
が
、
今
年
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
前
に

花
粉
が
去
年
の
10
倍
以
上
飛
散
す

る
と
い
う
話
で
す
。私
も
含
め
そ

ろ
そ
ろ
覚
悟
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
Ｔ

入
所・退
所

入
所・退
所
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武蔵村山市障害者就労支援センターとらい

７
　
月

　
14
　
あ
き
る
の
学
園
見
学
来
所

　
22
　
床
清
掃

８
　
月

　
４
　
健
診
（
車
い
す
者
　
５
日
迄
）

　
６
　
ボ
イ
ラ
ー
性
能
検
査

　
７
　
水
質
検
査

　
10
　
夏
期
休
暇
（
13
日
迄
）

　
17
　
エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

　
26
　
地
域
子
ど
も
交
流
会

　
　
　
市
内
特
別
支
援
学
級

（
中
学
校
）
先
生
見
学
来
所

　
27
　
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
保
護
者
会

9
　
月

　
２
　
消
防
設
備
点
検

　
５
　
福
祉
ま
つ
り

　
16
　
地
震
避
難
訓
練

　
17
　
第
三
者
評
価
職
員
説
明
会

　
27
　
第
三
者
評
価
利
用
者
調
査

　
　
　（
29
日
迄
）

10
　
月

　
１
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
12
　
東
京
都
監
査
局
監
査

　
15
　
所
内
旅
行
（
お
台
場
）

　
18
　
ま
ど
か
利
用
者
健
診

　
20
　
空
調
切
替

　
21
　
床
清
掃

　
25
　
火
災
避
難
訓
練

　
26
　
ま
ど
か
新
体
系
移
行
説
明
会

　
27
　
理
事
会
・
評
議
員
会

11
　
月

　
１
　
第
三
者
評
価
訪
問
調
査（
５
日
迄
）

　
25
　
職
員
集
会

　
26
　
健
診
（
利
用
者
　
29
日
）

　
29
　
エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

12
　
月

　
21
　
第
三
者
評
価
結
果
報
告
会

　
28
　
納
会
・
忘
年
会

７
　
月

　
５
　
市
長
挨
拶

　
8
　
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
講
習

（
小
室
　
９
日
迄
）

　
9
　
市
業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　
10
　
さ
お
り
織
り
研
修（赤

星
・
遠
藤
）

　
15
　
ゼ
ン
コ
ロ
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　（
綱
嶋
　
16
日
迄
）

　
30
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
高
橋
・
遠
藤
）

８
　
月

　
20
　
市
業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　
23
　
武
蔵
村
山
市
地
域
福
祉
懇
談
会

（
永
井
）

　
27
　
授
産
連
企
画
委
員
会
（
遠
藤
）

　
　
　
ゼ
ン
コ
ロ
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
遠
藤
）

９
　
月

　
２
　
政
党
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
（
遠
藤
）

　
３
　
ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会（
高
橋
）

　
７
　
中
堅
職
員
研
修（

岡
部
８
日
迄
）

　
14
　
就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋
・
加
藤
）

　
16
　
精
神
授
産
連
（
遠
藤
）

　
29
　
多
摩
地
域
自
立
支
援
協
議
会
交
流
会

（
高
橋
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
地
域
福
祉
懇
談
会

（
永
井
）

10
　
月

　
６
　
中
堅
職
員
研
修（

稲
積
７
日
迄
）

　
７
　
ゼ
ン
コ
ロ
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
綱
嶋
　
９
日
迄
）

　
８
　
市
業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　
20
　
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
研
修

（
高
橋
・
永
井
・
大
滝
・
小
室
・

神
山
・
稲
積
　
2
1
日
迄
）

　
21
　
就
労
ネ
ッ
ト
（
加
藤
）

　
22
　
ゼ
ン
コ
ロ
研
修
会

（
湯
澤
・
永
井
・
熊
谷
・
赤
星
）

　
　
　
ゼ
ン
コ
ロ
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
遠
藤
）

　
28
　
ゼ
ン
コ
ロ
拡
大
理
事
会

（
湯
澤
・
高
橋
）

11
　
月

　
９
　
中
堅
職
員
研
修（

横
尾
10
日
迄
）

　
12
　
市
業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　
13
　
自
立
支
援
協
議
会
（
高
橋
）

　
　
　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
講
習

（
藤
澤
・
山
本
　
14
・
20
・
21
日
）

　
16
　
東
社
協
総
会
（
高
橋
）

　
18
　
ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会（

高
橋
）

　
22
　
東
社
協
研
修

（
高
橋
・
五
十
嵐
・
戸
村
）

　
25
　
会
計
研
修
（
益
本
）

　
26
　
都
説
明
会
（
戸
村
）

　
29
　
就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋
・
加
藤
）

12
　
月

　
１
　
市
業
務
連
講
演
会（遠

藤
・
加
藤
）

　
17
　
業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　
　

■
入
所

　
７
月
　
須
貝
光
子
（
給
食
部
）

　
８
月
　
竹
内
恵
子
（
給
食
部
）

　
９
月
　
西
出
英
高（
就
労
移
行
部
）

　
10
月
　
中
村
泰
子
（
就
労
移
行
部
）

　
　
　
　
茂
木
伸
之
（
印
刷
部
）　

　
12
月
　
長
田
　
明
（
作
業
部
一
課
）

　
１
月
　
五
十
嵐
久
恵
（
と
ら
い
）

■
退
所

　
７
月
　
柳
　
由
佳（
就
労
移
行
部
）

　
８
月
　
高
岡
良
徳（
就
労
移
行
部
）

　
12
月
　
胡
摩
正
章（
作
業
部
一
課
）

　
　
　
　
竹
内
篤
志
（
印
刷
部
）

寄
　
　
贈

　
12
月
24
日
、
三
信
工
業
上
野
幸

彌
様
よ
り
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の

ご
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
。

　
上
野
様
に
は
平
成
10
年
よ
り
毎

年
ケ
ー
キ
を
頂
い
て
お
り
、
利
用

者
も
毎
年
美
味
し
く
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
謹

ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ありがとう ! !

8
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
が
長
く

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
障
害

者
の
就
労
支
援
を
担
う
者
に
と
っ
て

今
の
日
本
経
済
で
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
主
力
の
印
刷
事
業
は
市
場
が
年
々

狭
ま
り
、
他
の
事
業
も
現
状
維
持
な

ら
御
の
字
と
い
う
具
合
で
、
収
益
の

確
保
は
非
常
に
厳
し
く
、
利
用
者
へ

の
賃
金
・
工
賃
保
障
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
障
害
者
の
一
般
就
労
も
こ
の

不
況
で
は
雇
用
さ
れ
る
こ
と
も
厳
し

く
、そ
の
定
着
さ
え
危
う
い
状
況
で
す
。

　
そ
の
様
な
状
況
で
も
高
賃
金
・
高

工
賃
を
支
払
っ
て
い
く
と
い
う
当
法

人
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
指
針
は
何

と
か
維
持
さ
れ
て
お
り
、
障
害
者
雇

用
支
援
で
も
一
定
の
雇
用
者
数
が
維

持
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
所
員
全
員

の
努
力
の
成
果
で
あ
る
と
改
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
平
成
18
年
か
ら
施
行
さ
れ
た

障
害
者
自
立
支
援
法
も
一
昨
年
廃
止

の
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
、
昨
年
は

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
が
設

け
ら
れ
、
新
た
な
福
祉
法
策
定
の
た

め
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
国
が
示
し
て
い
る
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
は
平
成
24
年
に
は
障
害
者
総

合
福
祉
法
（
仮
称
）
を
制
定
し
、
遅

く
と
も
平
成
25
年
８
月
ま
で
に
は
障

害
者
自
立
支
援
法
を
廃
止
し
新
た
な

総
合
的
な
福
祉
法
制
を
実
施
す
る
と

約
束
し
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
で
い

く
と
今
年
（
平
成
23
年
）
中
に
は
新

法
の
骨
格
案
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
具
体
的
な
中
身
に
つ
い

て
は
検
討
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

本
当
に
間
に
合
う
の
か
疑
問
の
声
も

あ
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
新
法
の
総
合
福
祉
法
で
は

対
象
障
害
者
の
範
囲
を
全
て
の
障
害

者
と
し
、
利
用
者
負
担
も
応
能
負
担

に
な
る
こ
と
や
事
業
者
へ
の
支
払
い

方
式
は
日
額
・
月
額
併
用
方
式
が
検

討
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
障
害
者
や
福

祉
事
業
者
に
と
っ
て
良
い
方
向
の
内

容
と
な
っ
て
お
り
、
是
非
と
も
早
期

の
実
現
を
期
待
し
ま
す
。

　
一
方
改
革
推
進
会
議
で
は
障
害
者

の
雇
用
推
進
と
同
時
に
施
設
で
働
く

障
害
者
の
労
働
者
性
に
つ
い
て
も
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
授
産
施
設
や

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
は
い
わ
ゆ
る
作

業
を
行
う
施
設
で
す
が
、
現
状
の
法

律
で
は
作
業
訓
練
を
行
う
施
設
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
な
の

か
訓
練
な
の
か
、
こ
の
矛
盾
が
長
く

作
業
を
行
う
施
設
で
は
付
き
ま
と
っ

て
き
ま
し
た
。こ
の
矛
盾
に
対
し
て
、

施
設
で
働
く
障
害
者
も
労
働
者
で
あ

る
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
労
働
者
と
い
う
こ
と
は
労

働
法
に
沿
っ
た
権
利
が
得
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
位
置
付
け
が
明
確
化

さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
壁
に
な
る
の
が
現
状
の
福

祉
作
業
所
で
支
払
わ
れ
て
い
る
工
賃

で
す
。
今
の
全
国
の
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
の
平
均
工
賃
は
１
万
４
千
円
前

後
で
、
各
都
道
府
県
で
定
め
ら
れ
て

い
る
最
低
賃
金
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
る
の
が
現
実
で
す
。
今
の
経
済
情

勢
と
福
祉
作
業
所
の
形
態
で
は
こ
の

差
を
埋
め
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

あ
り
、
部
分
的
な
手
直
し
で
は
不
可

能
で
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
公
的
賃
金
保
障
の
制
度
策
定
の

検
討
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
未
知
数
で
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
方
向
に
進
ん
で
い
く
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
。
た
だ
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ

ー
も
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る
事
業

所
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

今
後
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
の
で
、
注
視
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
も
昨
年
３
月

に
施
設
入
所
支
援
を
廃
止
し
通
所
型

施
設
と
な
っ
て
10
ヶ
月
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
４
月

に
は
新
た
に
瑞
穂
町
と
の
指
定
管
理

契
約
を
結
び
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

「
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
」
を

開
所
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
通
所
型
施
設
へ
の
移
行
は
法
人
経

営
や
職
員
配
置
等
組
織
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
昨
年
は
そ
の

整
備
の
年
と
捉
え
て
法
人
運
営
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
ま
だ
ま
だ
通
所
型
へ
の
整

備
は
続
き
ま
す
が
、
今
年
の
目
標
と

し
て
は
就
労
移
行
支
援
の
内
容
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
１
月
か
ら
人
員
を
一
人
増
や

し
、
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
実
習

の
拡
大
、
協
力
関
係
団
体
と
の
連
携

を
強
め
、
一
人
で
も
多
く
の
障
害
者

が
一
般
雇
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
就
労
支
援
事
業
に
も
引
き
続

き
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
印
刷
事

業
、
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
、
ウ

エ
ス
事
業
、
封
入
作
業
や
お
し
ぼ
り

事
業
等
、
当
法
人
に
と
っ
て
就
労
支

援
事
業
の
発
展
は
永
遠
の
テ
ー
マ
で

あ
り
、
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
が
存
続

し
て
い
く
以
上
、
切
っ
て
も
切
り
離

せ
な
い
も
の
で
す
。
景
気
の
上
下
に

よ
っ
て
そ
の
都
度
風
雪
に
さ
ら
さ
れ

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
通
所

者
の
賃
金
・
工
賃
等
の
所
得
保
障
は

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
の
責
務
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
障
害
の
重
た
い
人
が

増
え
て
い
る
こ
と
や
今
後
の
各
事
業

の
展
望
を
考
え
る
と
、
や
は
り
新
た

な
事
業
展
開
が
必
要
で
積
極
的
に
新

規
事
業
の
開
拓
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
精
神
障
害
者
通
所
授
産
施
設
ス
ペ

ー
ス
・
ま
ど
か
も
い
よ
い
よ
今
年
４

月
に
新
体
系
移
行
を
実
施
し
、
就
労

移
行
支
援
と
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の

常
務
理
事

　
高
　
橋
　 

毅

常
務
理
事

　
高
　
橋 

 

毅

新
年
あ
い
さ
つ

新
年
あ
い
さ
つ

新
年
あ
い
さ
つ

神
山
明
美

　
平
成
二
十
二
年
十
月
十
五
日

（
金
）
に
「
所
内
旅
行
」
を
行
い

ま
し
た
。
行
き
先
は
、
お
台
場
の

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
見
学
と
舞
浜
ヒ
ル

ト
ン
ホ
テ
ル
で
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ

ン
グ
で
す
。
行
き
先
を
決
め
る
に

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
最
も

希
望
が
多
か
っ
た
場
所
に
な
り
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
参

加
人
数
九
十
一
名
、
バ
ス
３
台
で

行
き
ま
し
た
。最
初
の
目
的
地
は
、

ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
で
す
。
バ
ス
の

中
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
談
笑
の
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
私
の
乗

っ
た
バ
ス
で
は
、
歌
を
歌
う
の
が

好
き
な
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
絶

え
間
な
く
音
楽
が
流
れ
て
い
ま
し

た
。
懐
か
し
い
曲
も
あ
り
、
一
緒

に
口
ず
さ
ん
で
い
た
人
も
い
ま
し

た
。
や
が
て
、窓
越
し
の
風
景
が
、

都
心
の
ビ
ル
が
多
く
な
っ
て
き
て
、

東
京
タ
ワ
ー
や
ベ
イ
ブ
リ
ッ
チ
が
見

え
て
来
た
時
に
は
、
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
バ

ス
は
、
舞
浜
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
に
到

着
し
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
で
は
、
豪
華
な
ご
馳
走
と

優
雅
な
雰
囲
気
に
、
つ
い
、
お
腹
が

一
杯
に
な
る
ま
で
食
べ
て
し
ま
っ
た

人
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
の
前
で
集
合

写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
次
の
目
的
地
で
あ
る
フ

ジ
テ
レ
ビ
を
目
指
し
て
出
発
し
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
局
の
見
学
だ
け
に
芸
能

人
に
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
期
待
で

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
向
か
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
フ
ジ
テ
レ
ビ
で
は
、
大

勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
お
り
、展
望
台
、

撮
影
ス
タ
ジ
オ
、
馴
染
み
の
テ
レ
ビ

番
組
の
展
示
物
な
ど
、
見
学
す
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
思
い
思
い

の
フ
ジ
テ
レ
ビ
グ
ッ
ズ
を

買
い
物
し
、
お
み
や
げ
い

っ
ぱ
い
で
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。
念
願
の
芸
能
人
に

会
え
た
人
が
い
た
か
は
、

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

其
々
、
楽
し
か
っ
た
場
面
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
あ
か
つ
き
へ

帰
り
ま
し
た
。
無
事
に
事
故
も

な
く
、
楽
し
く
旅
行
が
で
き
て

と
て
も
良
い
一
日
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

〜
お
台
場
、

　
フ
ジ
テ
レ
ビ
見
学
と

　
　
舞
浜
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
、

　
　
　
　
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
〜

所
内
旅
行

　
一
月
よ
り「
と
ら
い
」で
お
仕
事

を
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
何
も
わ
か
ら
ず
、皆
様
の
お
世

話
に
な
る
事
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

とらい
五十嵐 久恵

　
P
C
と
向
き
合
う
だ
け
で
な
く
、

こ
こ
で
は
色
々
な
方
と
接
し
、お

話
す
る
事
が
出
来
て
楽
し
い
で
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
話
し
掛
け
て

下
さ
い
。

印刷部 編集
茂木 伸之

　
若
い
利
用
者
さ
ん
と
共
に
す
ご

し
て
き
ま
し
た
。凄
い
、凄
い
と
関

心
す
る
事
も
度
々
…
。

　
そ
し
て
今
、利
用
者
の
皆
さ
ん

が〝
あ
か
つ
き
〞か
ら
旅
立
っ
て
い

く
為
に
、本
気
に
な
っ
て
働
い
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

就労移行
中村 泰子

　
９
月
15
日
よ
り
セ
ル
プ
あ
か
つ

き
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。皆
さ

ま
と
共
に
、ま
た
自
分
も
成
長
で

き
る
よ
う
に
頑
張
る
事
が
楽
し
み

で
す
。

　
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

就労移行
西出 英高

　
７
月
か
ら
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

で
、給
食
部
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
、教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
働
い
て
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 給食部

竹内 恵子

　
８
月
か
ら
給
食
部
に
入
り
ま
し

た
。給
食
の
経
験
が
あ
る
の
で
勉

強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

給食部
須貝 光子
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多
機
能
型
へ
の
移
行
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
は
当
法

人
で
は
唯
一
の
旧
法
施
設
で
あ
り
、

移
行
後
の
経
営
基
盤
の
不
安
定
さ
か

ら
新
体
系
移
行
を
見
送
っ
て
き
ま
し

た
が
、
経
過
措
置
も
残
す
と
こ
ろ
一

年
と
な
り
、
事
業
安
定
化
補
助
も
受

け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
先

日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
も
４

月
に
は
二
年
目
と
な
り
ま
す
。
昨
年

は
利
用
者
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に

力
を
注
い
で
き
ま
し
た
が
、
二
年
目

以
降
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
で
あ
る

以
上
工
賃
の
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
工
賃
を
上
げ
て

い
く
た
め
に
は
新
た
な
事
業
展
開
を

図
る
必
要
が
あ
り
、
検
討
を
始
め
て

い
き
ま
す
。

　
今
年
も
地
域
、
関
係
機
関
、
団
体

等
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
環
境
の
変
化
に

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
役
員
、
全
所
員
の
力

を
発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
こ
の
一
年

を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
の
理
念「
共

に
働
く
、
共
に
生
き
る
、
共
に
創
る
」

の
精
神
で
皆
様
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　
あ
か
つ
き
作
業
所所

長
　
永
井
　
眞

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
日
本
社

会
は
政
治
の
不
安
定
さ
を
元
に
激
動

の
日
々
が
つ
づ
い
て
お
り
ま
す
。
一

昨
年
よ
り
政
権
交
代
等
日
本
社
会
を

大
き
く
ゆ
る
が
す
出
来
事
が
立
て
続

け
に
起
き
、
あ
る
意
味
で
政
治
に
対

す
る
期
待
と
失
望
を
繰
り
返
す
中
、

景
気
は
一
向
に
よ
く
な
ら
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
我
々
就
労
支
援
事
業

を
行
う
事
業
所
に
も
こ
の
不
景
気

は
、
大
変
大
き
な
影
を
投
げ
か
け
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
今
度
の
障
害

者
基
本
法
は
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の

か
、
期
待
を
胸
に
注
目
し
て
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
ま
た
政
権

交
代
で
検
討
中
止
の
よ
う
な
こ
と
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　
さ
て
、
昨
年
は
我
々
あ
か
つ
き
コ

ロ
ニ
ー
に
お
い
て
も
激
動
の
年
で
し

た
。
入
所
授
産
部
門
の
廃
止
や
B
型

単
独
施
設
の
立
ち
上
げ
、
瑞
穂
町
指

定
管
理
施
設
受
託
、
A
型
の
雇
用
の

場
と
し
て
の
給
食
部
の
立
ち
上
げ
、

建
物
の
修
繕
事
業
等
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア

し
な
が
ら
乗
り
越
え
た
一
年
で
し
た

が
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
給
食
部

の
立
ち
上
げ
は
、
あ
か
つ
き
作
業
所

の
新
し
い
事
業
の
一
つ
と
な
り
ま
し

た
。
開
設
当
初
は
多
少
バ
タ
バ
タ
し

た
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、現
状
で
は
、

A
型
雇
用
の
新
し
い
部
所
と
し
て
き

ち
ん
と
機
能
し
、
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ

ー
の
皆
様
に
お
い
し
い
給
食
を
提
供

で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

B
型
の
延
長
線
上
で
の
Ａ
型
と
い
う

考
え
方
で
は
な
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
の
連
携
に
よ
る
雇
用
と
い
う
形
も

新
し
い
形
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
よ

り
あ
か
つ
き
作
業
所
は
Ａ
型
単
独
施

設
と
し
て
定
員
20
名
で
の
運
営
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
現
状
は
、
定
員
が

増
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
残
念
な

が
ら
給
食
部
も
含
め
て
も
定
員
に
は

満
た
な
い
状
態
で
す
。
し
か
し
、
全

員
が
雇
用
契
約
を
結
ん
で
い
る
利
用

者
で
す
の
で
、
昨
今
の
社
会
情
勢
の

中
で
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い

わ
れ
て
い
る
施
設
の
Ａ
型
雇
用
と
し

て
は
健
闘
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。（
雇
用
＝
授
産
事
業
の
高
い
レ

ベ
ル
）
と
な
り
、
現
場
職
員
や
施
設

に
対
す
る
負
荷
は
相
当
な
も
の
に
な

り
ま
す
が
、
A
型
雇
用
者
の
受
け
入

れ
先
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
は
昨
今

の
社
会
情
勢
の
中
で
は
、
我
々
の
よ

う
な
施
設
が
持
っ
て
い
る
重
要
な
社

会
的
使
命
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今

年
も
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
努
力

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
入
所

部
門
を
閉
鎖
し
た
後
の
法
人
と
し
て

の
方
向
性
も
少
し
目
鼻
が
立
ち
つ
つ

あ
り
、
着
実
に
少
し
ず
つ
前
に
進
み

な
が
ら
一
年
一
年
を
乗
り
切
っ
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
毎
年
の
こ
と

で
す
が
、
あ
か
つ
き
の
理
念
「
共
に

働
く
　
共
に
生
き
る
　
共
に
創
る
」

精
神
を
合
言
葉
に
皆
で
協
力
し
て
乗

り
越
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　

　
セ
ル
プ
あ
か
つ
き所

長
　
赤
星
洋
子

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
就
職
氷
河
期
と
言
わ
れ
、

不
況
を
物
語
る
混
沌
と
し
た
一
年
で

し
た
が
、
今
年
こ
そ
少
し
で
も
景
気

が
上
向
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ

と
心
か
ら
願
っ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
兎
年
は
「
跳
ね
る
年
」
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
兎
に
あ
や

か
っ
て
行
動
の
年
、成
果
の
出
る
年
、

飛
躍
の
年
に
な
る
よ
う
、
元
気
に
跳

ね
て
良
い
年
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
さ
て
こ
の
１
月
か
ら
「
武
蔵
村
山

市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ら

い
」
か
ら
、「
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
」

の
所
長
と
し
て
異
動
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
新
し
い
仲
間
と
共
に
新

し
い
気
持
ち
で
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。　

　
こ
れ
ま
で
「
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ら
い
」
の
発
足
時
か
ら
約

三
年
間
、
三
障
害
全
て
の
方
の
就
労

新
年
の
抱
負

新
年
の
抱
負

新
年
の
抱
負

　
さ
く
ら
の
平
成
22
年
10
月
か
ら
12

月
ま
で
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
職
員
の
体
制
と
し
て
は
、
10
月
１

日
よ
り
竹
内
祐
治
さ
ん
が
あ
か
つ
き

か
ら
さ
く
ら
に
異
動
と
な
り
、
正
職

４
名
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
利
用
者
は
定
員
30
名
の
と

こ
ろ
、
現
在
、
24
名
の
方
が
在
籍
、

通
所
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の

方
々
は
、
日
々
の
仕
事
、
そ
し
て
、

行
事
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
10
月
か
ら
の
行
事
に
つ
い
て
記
し

て
み
ま
す
と
、
10
月
５
日
（
火
）
に

日
帰
り
旅
行
実
施
。
ま
た
、
10
月
17

日
（
日
）、
11
月
21
日
（
日
）
に
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
。
ま
た
、

10
月
24
日
（
日
）
に
は
福
祉
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
に
参
加
。11
月
13
日（
土
）、

14
日
（
日
）
に
は
、
瑞
穂
町
産
業
ま

つ
り
に
参
加
。ま
た
、12
月
４
日（
土
）

に
は
、
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に

参
加
。
そ
し
て
、
12
月
14
日
（
火
）

に
は
、
半
日
を
使
っ
て
さ
く
ら
の
忘

年
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
10
月
の
日
帰
り
旅
行
は
群
馬
県
伊

香
保
方
面
に
大
型
バ
ス
で
行
き
、
伊

香
保
上
州
物
産
館
で
の
昼
食
、
買
い

物
、
そ
し
て
、
伊
香
保
シ
ス
テ
ィ
ー

ナ
サ
ン
エ
イ
猿
劇
場
で
お
猿
さ
ん
の

芸
や
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
見
学
し
、

一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
利
用
者
は

22
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
さ
く

ら
と
し
て
は
飲
み
物
と
自
主
製
品
の

手
作
り
石
鹸
の
販
売
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
方
に
は
、
参
加

希
望
者
に
は
、
お
仕
事
と
し
て
手
伝

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
利
用
者

は
、
常
時
４
〜
５
名
の
方
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
最
近
で
は
、
あ
か
つ
き
の
職

員
の
方
々
も
見
に
き
て
い
た
だ
き
、

さ
く
ら
と
の
交
流
を
し
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
「
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」、「
産
業
ま
つ
り
」、「
ふ
れ
あ

い
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
は
、
町
や
社
会

福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
委
員

会
を
設
け
て
準
備
し
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
に
初
め
て
参
加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
他
団
体
の
方
々
と
の
交
流
も

出
来
ま
し
た
し
、
さ
く
ら
を
知
っ
て

い
た
だ
く
に
は
、
と
て
も
い
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
さ
く
ら
の
忘
年
会
は
、
午

前
中
の
仕
事
を
早
目
に
終
了
し
、
昼

前
頃
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
カ
ラ
オ

ケ
、ジ
ャ
ン
ケ
ン
勝
ち
抜
き
ゲ
ー
ム
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
を
お
こ
な
い
、
全

員
で
楽
し
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
さ
く
ら
に
来
て
良
か
っ
た
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
、
ま
た
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
作
業
所
づ
く
り
に
職
員

一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

さ
く
ら
近
況
報
告

さ
く
ら
近
況
報
告

さ
く
ら
近
況
報
告

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
支
援
課
長
　
五
十
嵐
　
崇

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
支
援
課
長
　
五
十
嵐
　
崇

寺
尾
さ
ん
よ
り
寄
付

　
こ
の
度
、
故
寺
尾
英
明
さ
ん
か

ら
寄
付
を
い
た
だ
き
、
車
い
す
用

体
重
計
と
血
圧
計
を
購
入
い
た
し

ま
し
た
。
寺
尾
英
明
さ
ん
は
平
成

９
年
11
月
か
ら
平
成
18
年
12
月
ま

で
の
約
９
年
間
、
あ
か
つ
き
授
産

所
に
て
生
活
さ
れ
、
印
刷
編
集
の

仕
事
を
さ
れ
ま
し
た
。
退
所
後
は

実
家
近
く
の
静
岡
県
の
療
護
施
設

に
移
ら
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
昨
年
５
月
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
故
寺
尾
英
明
さ
ん
の
遺
言
に
よ

り
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
の
利
用
者

の
た
め
に
と
、
金
五
〇
万
円
寄
付

を
い
た
だ
き
、
利
用
者
の
健
康
管

理
に
役
立
て
る
た
め
下
記
の
機
器

を
購
入
し
た
次
第
で
す
。

　
謹
ん
で
寺
尾
英
明
さ
ん
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
人

　
紹
介

新
人

　
紹
介
新
人

　
紹
介

作業部一課
長田 明

　
初
め
ま
し
て
長
田
で
す
。一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■ 血圧計 ■ 車いす用体重計
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支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に

職
場
開
拓
や
職
場
定
着
の
支
援
を
中

心
に
企
業
及
び
関
係
機
関
と
の
や
り

と
り
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
採
用
に
至
る
ま
で
の
課
題
、
採

用
後
の
定
着
支
援
で
の
課
題
や
継
続

の
困
難
さ
も
実
感
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
就
労
す
る
こ
と
に
対
す
る
本
人
の

意
識
が
問
わ
れ
、
当
然
の
よ
う
に
作

業
能
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
チ
ー

ム
行
動
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
等
自

己
発
信
が
で
き
る
か
ど
う
か
も
問
わ

れ
て
き
ま
す
。

　
当
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
と
し
て
の
今

後
の
重
要
課
題
と
し
て
、
第
一
に
訓

練
内
容
の
検
討
と
利
用
者
の
確
実
な

作
業
能
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
第
二

に
利
用
者
在
住
市
の
障
害
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
も
充
実
さ
せ

て
い
く
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

更
に
今
後
は
、
訓
練
の
中
で
い
ろ
い

ろ
な
経
験
が
で
き
る
よ
う
に
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
方
や
一
般
企
業
の
方
々

に
も
頻
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
場

を
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
私
達
就
労
支
援
員
に
お
き
ま

し
て
も
研
修
会
や
企
業
見
学
会
等
に

ど
ん
ど
ん
参
加
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

や
情
報
収
集
に
勤
め
、
現
場
に
繁
栄

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
改
正
さ

れ
、
平
成
22
年
７
月
か
ら
対
象
事
業

主
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
雇

用
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
可
能
性

が
出
て
き
ま
し
た
。
雇
用
の
チ
ャ
ン

ス
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

つ
つ
、
利
用
者
の
方
々
が
し
っ
か
り

と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
就
労
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
迄
の
経
験
を
活
か
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
尚
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
関
係

機
関
の
方
々
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
何
卒
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ス
ペ
ー
ス
ま
ど
か所

長
　
遠
藤
至
子

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た

が
、
社
会
情
勢
も
環
境
も
年
を
重
ね

る
毎
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

る
様
に
感
じ
ま
す
。
皆
が
そ
こ
に
付

い
て
い
く
の
に
精
一
杯
で
、
社
会
全

体
に
余
裕
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。そ
の
余
裕
の
な
さ
が
、

昨
今
の
う
つ
や
自
殺
の
増
加
、
と
い

っ
た
社
会
現
象
と
し
て
表
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

　
変
化
や
余
裕
の
な
さ
、
不
透
明
な

未
来
等
々
…
今
の
情
勢
は
精
神
障
害

の
方
々
に
と
っ
て
は
、
た
だ
で
さ
え

抱
え
て
い
る
生
き
難
さ
の
ハ
ー
ド
ル

を
更
に
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
な
状
況
で
す
。

　
変
化
に
対
す
る
弱
さ
は
、
精
神
障

害
の
方
々
の
障
害
特
性
の
一
つ
で
す

が
、社
会
は
変
化
を
し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
の
制
度
も
同
様
で
す
。
昨
年
末

に
は
、
改
正
障
害
者
自
立
支
援
法
が

制
定
さ
れ
、
そ
れ
以
前
か
ら
障
害
者

総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
の
制
定
に
向

け
て
の
話
し
合
い
は
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
そ
の
よ
う
な
中
、
ス
ペ
ー

ス
・
ま
ど
か
に
於
き
ま
し
て
は
、
自

立
支
援
法
へ
の
体
系
移
行
猶
予
期
間

を
1
年
残
し
た
と
こ
ろ
で
い
よ
い
よ

障
害
者
自
立
支
援
法
下
の
事
業
所
と

な
り
ま
す
。
現
在
も
来
年
度
4
月
か

ら
の
体
系
移
行
に
向
け
て
着
々
と
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当

施
設
は
、
現
行
の
精
神
障
害
者
通
所

授
産
施
設
か
ら
、
就
労
継
続
支
援
B

型
と
就
労
移
行
支
援
の
二
つ
の
機
能

を
有
し
た
、
多
機
能
型
事
業
所
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

　
施
設
運
営
面
か
ら
見
た
時
に
、
精

神
障
害
者
施
設
は
障
害
者
自
立
支
援

法
に
は
馴
染
ま
な
い
、
と
の
理
由
か

ら
意
向
を
見
送
っ
て
き
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
間
、
報
酬
単
価
の
改

正
や
加
算
に
つ
い
て
見
直
し
が
な
さ

れ
、
東
京
都
に
於
い
て
は
新
た
な
都

加
算
「
障
害
者
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ

ス
推
進
事
業（
仮
称
）」が
提
示
さ
れ
、

そ
の
内
容
も
一
部
、
精
神
障
害
の
特

徴
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
と
は
言
う
も
の
の
、
正
直
に
申

し
上
げ
ま
し
て
運
営
面
に
関
し
ま
し

て
は
不
安
が
払
拭
さ
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
つ
い
て
は
如

何
に
利
用
者
を
増
や
し
て
い
く
か
、

そ
の
為
に
、
事
業
所
に
求
め
ら
れ
る

も
の
は
何
か
を
私
達
一
人
一
人
が
常

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
自
ず
と
私
達

の
と
る
べ
き
姿
勢
、
行
動
が
見
え
て

く
る
で
し
ょ
う
。

　
体
系
移
行
に
向
け
て
は
、
利
用
者

の
皆
様
に
は
何
度
と
な
く
、説
明
や
、

意
向
を
聞
き
取
り
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
不
安
や
心
配
も
あ

る
事
と
思
い
ま
す
。
職
員
一
同
、
皆

さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
利
用
者
の

皆
様
に
は
、
安
心
し
て
利
用
し
て
頂

け
る
よ
う
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈

り
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら

施
設
長
　
熊
谷
昌
博

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　「
さ
く
ら
」
と
し
て
は
、
初
め
て

の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
４
月
に
開
所
以
来
、
す
べ

て
が
初
め
て
の
連
続
で
、
と
ま
ど
う

こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
職
員

が
一
丸
と
な
る
こ
と
で
乗
り
越
え
て

来
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
新
年
に
あ
た
り
思
う
こ
と
は
、

我
々
が
、
今
ま
さ
に
「
さ
く
ら
」
の

歴
史
を
創
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

ま
た
、
そ
の
上
で
、
初
年
度
末
を
含

む
本
年
こ
そ
が
、
最
も
重
要
な
年
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
常
に
そ
の

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
職
員
全
員
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
基
本
に
し
て
、
利

用
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
、

皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
年
と
な
る
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
11
月
22
日
、
飯
田
橋
セ
ン
ト
ラ
ル

プ
ラ
ザ
に
て

「
ど
う
す
れ
ば
、
人
が
育
つ
職
場
作

り
が
で
き
る
の
か
」

〜
利
用
者
本
位
サ
ー
ビ
ス
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
〜

　
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
研
修
会

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
久
田
則
夫
氏
に
よ
る
講

議
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
こ
の
研

修
に
参
加
す
る
心
構
え
か
ら
お
話
が

始
ま
り
ま
し
た
。
た
だ
話
を
聞
く
だ

け
で
は
な
く
、次
の
行
動
を
起
こ
す
、

前
に
進
む
研
修
に
し
て
行
く
事
。

　
人
材
育
成
に
携
わ
る
人
に
求
め
ら

れ
る
基
本
原
則
と
し
て

①  

ど
の
時
代
に
働
い
て
い
る
の

か
、
時
代
感
覚
を
間
違
え
な
い
。

②  

自
分
が
働
く
職
場
を
「
時
が
止

　
　
ま
っ
た
職
場
に
し
な
い
」、「
時

　
　
が
止
ま
っ
た
職
員
が
は
び
こ
る

　
　
職
場
に
し
な
い
」
と
の
決
意
を

　
　
胸
に
抱
く
事
で
前
向
き
な
姿
勢
、

　
　
自
己
成
長
に
つ
な
げ
て
行
く
。

③  

利
用
者
本
位
サ
ー
ビ
ス
実
現
を

　
　
担
う
職
業
人
の
育
成
に
向
け

　
　
て
、
あ
き
ら
め
な
い
、
く
じ
け

　
　
な
い
、
投
げ
出
さ
な
い
、
姿
勢

　
　
を
持
ち
続
け
る
。
以
上
３
点
を

　
　
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
と
し

て
、
職
業
人
と
し
て
の
プ
ロ
意
識
、

自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
努
力

を
お
し
ま
ず
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
い

く
向
上
心
、「
謙
虚
な
心
」
を
持
つ

こ
と
が
、後
輩
の
良
き
手
本
に
な
る
。

新
人
職
員
の
育
成
が
う
ま
く
行
く
事

に
よ
っ
て
、
事
業
所
の
宝
、
利
用
者

の
宝
に
な
り
、
自
分
自
身
の
成
長
に

つ
な
が
っ
て
行
く
。

　
午
後
は
、
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
午
前
中
の
講
議
を
も
と
に
、
各

職
場
で「
人
材
育
成
を
防
げ
る
要
因
」

を
上
げ
て
も
ら
い
、
そ
の
中
で
緊
急

性
の
高
い
課
題
を
一
つ
あ
げ
て
、
ど

の
様
な
方
法
で
解
決
す
る
の
か
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
研
修
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
内
容
が

充
実
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
、「
人
材
育
成
」
を
行

っ
て
い
る
と
い
う
意
識
で
、
仕
事
を

行
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
今
回
の
研
修
は
、
自
分
の
仕
事

に
対
し
て
振
り
替
え
る
と
い
う
意
味

で
も
と
っ
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
は
就
労
継

続
支
援
Ａ
型
の
事
業
所
を
行
っ
て
い

ま
す
。
全
国
で
も
同
じ
Ａ
型
事
業
所

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
他
の
事
業

所
で
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
、
勉
強
す
る
た
め
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
総
合
福
祉
部
会
の
動
向
と

セ
ル
プ
協
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
障
害
者
制
度
改

革
等
の
動
向
に
つ
い
て
、
障
害
者
権

利
条
約
の
締
結
に
向
け
た
国
内
法
整

備
と
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部

の
設
置
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進

会
議
、
総
合
福
祉
部
会
を
開
催
し
議

論
を
し
て
い
く
と
い
う
事
で
し
た
。

　
次
に
障
害
者
福
祉
施
策
の
最
近
の

動
向
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
保
健
福

祉
に
つ
い
て
障
害
者
自
立
支
援
法
は

廃
止
し
、
制
度
の
谷
間
が
な
く
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
を
応
能
と
す
る

障
害
者
総
合
福
祉
法
を
制
定
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
障
が
い
者
総
合

福
祉
法
（
仮
称
）
の
検
討
の
た
め
に
、

本
年
４
月
に
障
が
い
者
制
度
改
革
推

進
会
議
の
下
に
総
合
福
祉
部
会
を
設

置
し
、
検
討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
障
害
者
の
方
々
や
事
業
者
な

ど
現
場
の
方
々
を
は
じ
め
、
様
々
な

関
係
者
の
ご
意
見
な
ど
を
十
分
に
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と
の
事
で

し
た
。

　
ま
た
、
障
害
者
権
利
条
約
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
人
の
働
き
に

く
さ
、
暮
ら
し
に
く
さ
。
障
害
の
あ

る
人
が
障
害
の
な
い
人
と
同
じ
よ
う

に
社
会
の
中
で
日
常
生
活
を
送
る
の

に
必
要
な
変
更
や
調
整
を
行
い
、
特

定
の
場
合
に
必
要
な
配
慮
と
い
う
事

が
重
要
と
の
事
で
し
た
。

　
２
日
目
で
は
Ａ
型
事
業
を
実
施
す

る
た
め
に
工
夫
策
課
題
に
つ
い
て
と

題
さ
れ
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
各
グ
ル

ー
プ
の
報
告
で
は
良
い
面
と
し
て
は

高
い
賃
金
が
も
ら
え
る
、
雇
用
契
約

を
結
べ
る
、労
災
の
適
応
が
さ
れ
る
、

利
用
者
の
働
く
場
が
選
択
で
き
る
、

事
業
所
に
は
雇
用
報
奨
金
が
入
る
場

合
も
あ
る
と
言
う
事
で
し
た
。
ま
た

逆
に
課
題
と
し
て
は
有
給
の
問
題
、

有
給
で
休
む
場
合
に
は
事
業
所
に
利

用
料
が
入
ら
な
い
事
。
65
歳
以
上
の

施
設
利
用
に
つ
い
て
、
福
祉
で
は
65

歳
以
上
は
認
め
て
い
な
い
が
、
労
働

サ
イ
ド
で
は
許
さ
れ
て
い
る
点
。
ま

た
雇
用
契
約
を
結
ん
で
い
る
の
で
、

能
力
が
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
Ｂ

型
施
設
に
戻
る
の
は
難
し
い
。Ａ
型

事
業
所
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
売
上

げ
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
利
益
や
販
売
の
販
路
を
広
げ
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
事
、
そ
れ
に

は
職
員
の
ス
キ
ル
の
ア
ッ
プ
が
必
要

と
の
事
。
あ
る
施
設
で
は
セ
ル
プ
自

販
機
の
設
置
を
全
国
一
に
し
よ
う
と

施
設
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
最
低
賃
金
を
確
保
す
る
よ

う
に
理
事
長
命
令
が
出
て
い
る
と
い

う
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。
企
業
と
福

祉
で
協
力
し
て
お
互
い
の
特
性
を
生

か
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
今
、

雇
用
の
場
、質
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
で
働
く
と
言
う
事
は
利
用
で
は

な
く
、
労
働
と
い
う
事
で
あ
り
障
害

が
あ
っ
て
も
労
働
者
と
し
て
働
き
、

収
入
を
得
て
当
た
り
前
に
暮
ら
せ
る

社
会
が
必
要
で
す
。
こ
の
研
修
を
通

し
て
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
平
成
22
年
度

東
社
協
　
身
体
障
害
者
福
祉
部
会

調
査
研
修
委
員
会
・
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
業
部
２
課
主
任

　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
清

研修報告

研修報告　「
職
員
に
求
め
ら
れ
る
知
識
・

技
法
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
」

　
全
社
協・全
国
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

協
議
会
課
題
別
専
門
研
修
会
に
参

加
し
て

 

　
　
　
　
　
　
生
活
支
援
員
主
任

　
　
　
　
　
　
　
小
室
　
貴
士
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支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に

職
場
開
拓
や
職
場
定
着
の
支
援
を
中

心
に
企
業
及
び
関
係
機
関
と
の
や
り

と
り
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
採
用
に
至
る
ま
で
の
課
題
、
採

用
後
の
定
着
支
援
で
の
課
題
や
継
続

の
困
難
さ
も
実
感
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
就
労
す
る
こ
と
に
対
す
る
本
人
の

意
識
が
問
わ
れ
、
当
然
の
よ
う
に
作

業
能
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
チ
ー

ム
行
動
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
等
自

己
発
信
が
で
き
る
か
ど
う
か
も
問
わ

れ
て
き
ま
す
。

　
当
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
と
し
て
の
今

後
の
重
要
課
題
と
し
て
、
第
一
に
訓

練
内
容
の
検
討
と
利
用
者
の
確
実
な

作
業
能
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
第
二

に
利
用
者
在
住
市
の
障
害
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
も
充
実
さ
せ

て
い
く
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

更
に
今
後
は
、
訓
練
の
中
で
い
ろ
い

ろ
な
経
験
が
で
き
る
よ
う
に
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
方
や
一
般
企
業
の
方
々

に
も
頻
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
場

を
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
私
達
就
労
支
援
員
に
お
き
ま

し
て
も
研
修
会
や
企
業
見
学
会
等
に

ど
ん
ど
ん
参
加
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

や
情
報
収
集
に
勤
め
、
現
場
に
繁
栄

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
改
正
さ

れ
、
平
成
22
年
７
月
か
ら
対
象
事
業

主
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
雇

用
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
可
能
性

が
出
て
き
ま
し
た
。
雇
用
の
チ
ャ
ン

ス
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

つ
つ
、
利
用
者
の
方
々
が
し
っ
か
り

と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
就
労
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
迄
の
経
験
を
活
か
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
尚
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
関
係

機
関
の
方
々
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
何
卒
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ス
ペ
ー
ス
ま
ど
か所

長
　
遠
藤
至
子

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た

が
、
社
会
情
勢
も
環
境
も
年
を
重
ね

る
毎
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

る
様
に
感
じ
ま
す
。
皆
が
そ
こ
に
付

い
て
い
く
の
に
精
一
杯
で
、
社
会
全

体
に
余
裕
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。そ
の
余
裕
の
な
さ
が
、

昨
今
の
う
つ
や
自
殺
の
増
加
、
と
い

っ
た
社
会
現
象
と
し
て
表
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

　
変
化
や
余
裕
の
な
さ
、
不
透
明
な

未
来
等
々
…
今
の
情
勢
は
精
神
障
害

の
方
々
に
と
っ
て
は
、
た
だ
で
さ
え

抱
え
て
い
る
生
き
難
さ
の
ハ
ー
ド
ル

を
更
に
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
な
状
況
で
す
。

　
変
化
に
対
す
る
弱
さ
は
、
精
神
障

害
の
方
々
の
障
害
特
性
の
一
つ
で
す

が
、社
会
は
変
化
を
し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
の
制
度
も
同
様
で
す
。
昨
年
末

に
は
、
改
正
障
害
者
自
立
支
援
法
が

制
定
さ
れ
、
そ
れ
以
前
か
ら
障
害
者

総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
の
制
定
に
向

け
て
の
話
し
合
い
は
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
そ
の
よ
う
な
中
、
ス
ペ
ー

ス
・
ま
ど
か
に
於
き
ま
し
て
は
、
自

立
支
援
法
へ
の
体
系
移
行
猶
予
期
間

を
1
年
残
し
た
と
こ
ろ
で
い
よ
い
よ

障
害
者
自
立
支
援
法
下
の
事
業
所
と

な
り
ま
す
。
現
在
も
来
年
度
4
月
か

ら
の
体
系
移
行
に
向
け
て
着
々
と
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当

施
設
は
、
現
行
の
精
神
障
害
者
通
所

授
産
施
設
か
ら
、
就
労
継
続
支
援
B

型
と
就
労
移
行
支
援
の
二
つ
の
機
能

を
有
し
た
、
多
機
能
型
事
業
所
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

　
施
設
運
営
面
か
ら
見
た
時
に
、
精

神
障
害
者
施
設
は
障
害
者
自
立
支
援

法
に
は
馴
染
ま
な
い
、
と
の
理
由
か

ら
意
向
を
見
送
っ
て
き
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
間
、
報
酬
単
価
の
改

正
や
加
算
に
つ
い
て
見
直
し
が
な
さ

れ
、
東
京
都
に
於
い
て
は
新
た
な
都

加
算
「
障
害
者
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ

ス
推
進
事
業（
仮
称
）」が
提
示
さ
れ
、

そ
の
内
容
も
一
部
、
精
神
障
害
の
特

徴
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
と
は
言
う
も
の
の
、
正
直
に
申

し
上
げ
ま
し
て
運
営
面
に
関
し
ま
し

て
は
不
安
が
払
拭
さ
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
つ
い
て
は
如

何
に
利
用
者
を
増
や
し
て
い
く
か
、

そ
の
為
に
、
事
業
所
に
求
め
ら
れ
る

も
の
は
何
か
を
私
達
一
人
一
人
が
常

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
自
ず
と
私
達

の
と
る
べ
き
姿
勢
、
行
動
が
見
え
て

く
る
で
し
ょ
う
。

　
体
系
移
行
に
向
け
て
は
、
利
用
者

の
皆
様
に
は
何
度
と
な
く
、説
明
や
、

意
向
を
聞
き
取
り
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
不
安
や
心
配
も
あ

る
事
と
思
い
ま
す
。
職
員
一
同
、
皆

さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
利
用
者
の

皆
様
に
は
、
安
心
し
て
利
用
し
て
頂

け
る
よ
う
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈

り
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら

施
設
長
　
熊
谷
昌
博

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　「
さ
く
ら
」
と
し
て
は
、
初
め
て

の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
４
月
に
開
所
以
来
、
す
べ

て
が
初
め
て
の
連
続
で
、
と
ま
ど
う

こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
職
員

が
一
丸
と
な
る
こ
と
で
乗
り
越
え
て

来
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
新
年
に
あ
た
り
思
う
こ
と
は
、

我
々
が
、
今
ま
さ
に
「
さ
く
ら
」
の

歴
史
を
創
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

ま
た
、
そ
の
上
で
、
初
年
度
末
を
含

む
本
年
こ
そ
が
、
最
も
重
要
な
年
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
常
に
そ
の

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
職
員
全
員
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
基
本
に
し
て
、
利

用
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
、

皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
年
と
な
る
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
11
月
22
日
、
飯
田
橋
セ
ン
ト
ラ
ル

プ
ラ
ザ
に
て

「
ど
う
す
れ
ば
、
人
が
育
つ
職
場
作

り
が
で
き
る
の
か
」

〜
利
用
者
本
位
サ
ー
ビ
ス
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
〜

　
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
研
修
会

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
久
田
則
夫
氏
に
よ
る
講

議
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
こ
の
研

修
に
参
加
す
る
心
構
え
か
ら
お
話
が

始
ま
り
ま
し
た
。
た
だ
話
を
聞
く
だ

け
で
は
な
く
、次
の
行
動
を
起
こ
す
、

前
に
進
む
研
修
に
し
て
行
く
事
。

　
人
材
育
成
に
携
わ
る
人
に
求
め
ら

れ
る
基
本
原
則
と
し
て

①  

ど
の
時
代
に
働
い
て
い
る
の

か
、
時
代
感
覚
を
間
違
え
な
い
。

②  

自
分
が
働
く
職
場
を
「
時
が
止

　
　
ま
っ
た
職
場
に
し
な
い
」、「
時

　
　
が
止
ま
っ
た
職
員
が
は
び
こ
る

　
　
職
場
に
し
な
い
」
と
の
決
意
を

　
　
胸
に
抱
く
事
で
前
向
き
な
姿
勢
、

　
　
自
己
成
長
に
つ
な
げ
て
行
く
。

③  

利
用
者
本
位
サ
ー
ビ
ス
実
現
を

　
　
担
う
職
業
人
の
育
成
に
向
け

　
　
て
、
あ
き
ら
め
な
い
、
く
じ
け

　
　
な
い
、
投
げ
出
さ
な
い
、
姿
勢

　
　
を
持
ち
続
け
る
。
以
上
３
点
を

　
　
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
と
し

て
、
職
業
人
と
し
て
の
プ
ロ
意
識
、

自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
努
力

を
お
し
ま
ず
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
い

く
向
上
心
、「
謙
虚
な
心
」
を
持
つ

こ
と
が
、後
輩
の
良
き
手
本
に
な
る
。

新
人
職
員
の
育
成
が
う
ま
く
行
く
事

に
よ
っ
て
、
事
業
所
の
宝
、
利
用
者

の
宝
に
な
り
、
自
分
自
身
の
成
長
に

つ
な
が
っ
て
行
く
。

　
午
後
は
、
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
午
前
中
の
講
議
を
も
と
に
、
各

職
場
で「
人
材
育
成
を
防
げ
る
要
因
」

を
上
げ
て
も
ら
い
、
そ
の
中
で
緊
急

性
の
高
い
課
題
を
一
つ
あ
げ
て
、
ど

の
様
な
方
法
で
解
決
す
る
の
か
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
研
修
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
内
容
が

充
実
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
、「
人
材
育
成
」
を
行

っ
て
い
る
と
い
う
意
識
で
、
仕
事
を

行
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
今
回
の
研
修
は
、
自
分
の
仕
事

に
対
し
て
振
り
替
え
る
と
い
う
意
味

で
も
と
っ
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
は
就
労
継

続
支
援
Ａ
型
の
事
業
所
を
行
っ
て
い

ま
す
。
全
国
で
も
同
じ
Ａ
型
事
業
所

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
他
の
事
業

所
で
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
、
勉
強
す
る
た
め
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
総
合
福
祉
部
会
の
動
向
と

セ
ル
プ
協
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
障
害
者
制
度
改

革
等
の
動
向
に
つ
い
て
、
障
害
者
権

利
条
約
の
締
結
に
向
け
た
国
内
法
整

備
と
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部

の
設
置
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進

会
議
、
総
合
福
祉
部
会
を
開
催
し
議

論
を
し
て
い
く
と
い
う
事
で
し
た
。

　
次
に
障
害
者
福
祉
施
策
の
最
近
の

動
向
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
保
健
福

祉
に
つ
い
て
障
害
者
自
立
支
援
法
は

廃
止
し
、
制
度
の
谷
間
が
な
く
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
を
応
能
と
す
る

障
害
者
総
合
福
祉
法
を
制
定
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
障
が
い
者
総
合

福
祉
法
（
仮
称
）
の
検
討
の
た
め
に
、

本
年
４
月
に
障
が
い
者
制
度
改
革
推

進
会
議
の
下
に
総
合
福
祉
部
会
を
設

置
し
、
検
討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
障
害
者
の
方
々
や
事
業
者
な

ど
現
場
の
方
々
を
は
じ
め
、
様
々
な

関
係
者
の
ご
意
見
な
ど
を
十
分
に
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と
の
事
で

し
た
。

　
ま
た
、
障
害
者
権
利
条
約
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
人
の
働
き
に

く
さ
、
暮
ら
し
に
く
さ
。
障
害
の
あ

る
人
が
障
害
の
な
い
人
と
同
じ
よ
う

に
社
会
の
中
で
日
常
生
活
を
送
る
の

に
必
要
な
変
更
や
調
整
を
行
い
、
特

定
の
場
合
に
必
要
な
配
慮
と
い
う
事

が
重
要
と
の
事
で
し
た
。

　
２
日
目
で
は
Ａ
型
事
業
を
実
施
す

る
た
め
に
工
夫
策
課
題
に
つ
い
て
と

題
さ
れ
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
各
グ
ル

ー
プ
の
報
告
で
は
良
い
面
と
し
て
は

高
い
賃
金
が
も
ら
え
る
、
雇
用
契
約

を
結
べ
る
、労
災
の
適
応
が
さ
れ
る
、

利
用
者
の
働
く
場
が
選
択
で
き
る
、

事
業
所
に
は
雇
用
報
奨
金
が
入
る
場

合
も
あ
る
と
言
う
事
で
し
た
。
ま
た

逆
に
課
題
と
し
て
は
有
給
の
問
題
、

有
給
で
休
む
場
合
に
は
事
業
所
に
利

用
料
が
入
ら
な
い
事
。
65
歳
以
上
の

施
設
利
用
に
つ
い
て
、
福
祉
で
は
65

歳
以
上
は
認
め
て
い
な
い
が
、
労
働

サ
イ
ド
で
は
許
さ
れ
て
い
る
点
。
ま

た
雇
用
契
約
を
結
ん
で
い
る
の
で
、

能
力
が
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
Ｂ

型
施
設
に
戻
る
の
は
難
し
い
。Ａ
型

事
業
所
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
売
上

げ
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
利
益
や
販
売
の
販
路
を
広
げ
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
事
、
そ
れ
に

は
職
員
の
ス
キ
ル
の
ア
ッ
プ
が
必
要

と
の
事
。
あ
る
施
設
で
は
セ
ル
プ
自

販
機
の
設
置
を
全
国
一
に
し
よ
う
と

施
設
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
最
低
賃
金
を
確
保
す
る
よ

う
に
理
事
長
命
令
が
出
て
い
る
と
い

う
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。
企
業
と
福

祉
で
協
力
し
て
お
互
い
の
特
性
を
生

か
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
今
、

雇
用
の
場
、質
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
で
働
く
と
言
う
事
は
利
用
で
は

な
く
、
労
働
と
い
う
事
で
あ
り
障
害

が
あ
っ
て
も
労
働
者
と
し
て
働
き
、

収
入
を
得
て
当
た
り
前
に
暮
ら
せ
る

社
会
が
必
要
で
す
。
こ
の
研
修
を
通

し
て
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
平
成
22
年
度

東
社
協
　
身
体
障
害
者
福
祉
部
会

調
査
研
修
委
員
会
・
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
業
部
２
課
主
任

　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
清

研修報告

研修報告　「
職
員
に
求
め
ら
れ
る
知
識
・

技
法
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
」

　
全
社
協・全
国
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

協
議
会
課
題
別
専
門
研
修
会
に
参

加
し
て

 

　
　
　
　
　
　
生
活
支
援
員
主
任

　
　
　
　
　
　
　
小
室
　
貴
士
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多
機
能
型
へ
の
移
行
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
は
当
法

人
で
は
唯
一
の
旧
法
施
設
で
あ
り
、

移
行
後
の
経
営
基
盤
の
不
安
定
さ
か

ら
新
体
系
移
行
を
見
送
っ
て
き
ま
し

た
が
、
経
過
措
置
も
残
す
と
こ
ろ
一

年
と
な
り
、
事
業
安
定
化
補
助
も
受

け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
先

日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
も
４

月
に
は
二
年
目
と
な
り
ま
す
。
昨
年

は
利
用
者
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に

力
を
注
い
で
き
ま
し
た
が
、
二
年
目

以
降
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
で
あ
る

以
上
工
賃
の
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
工
賃
を
上
げ
て

い
く
た
め
に
は
新
た
な
事
業
展
開
を

図
る
必
要
が
あ
り
、
検
討
を
始
め
て

い
き
ま
す
。

　
今
年
も
地
域
、
関
係
機
関
、
団
体

等
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
環
境
の
変
化
に

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
役
員
、
全
所
員
の
力

を
発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
こ
の
一
年

を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
の
理
念「
共

に
働
く
、
共
に
生
き
る
、
共
に
創
る
」

の
精
神
で
皆
様
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　
あ
か
つ
き
作
業
所所

長
　
永
井
　
眞

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
日
本
社

会
は
政
治
の
不
安
定
さ
を
元
に
激
動

の
日
々
が
つ
づ
い
て
お
り
ま
す
。
一

昨
年
よ
り
政
権
交
代
等
日
本
社
会
を

大
き
く
ゆ
る
が
す
出
来
事
が
立
て
続

け
に
起
き
、
あ
る
意
味
で
政
治
に
対

す
る
期
待
と
失
望
を
繰
り
返
す
中
、

景
気
は
一
向
に
よ
く
な
ら
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
我
々
就
労
支
援
事
業

を
行
う
事
業
所
に
も
こ
の
不
景
気

は
、
大
変
大
き
な
影
を
投
げ
か
け
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
今
度
の
障
害

者
基
本
法
は
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の

か
、
期
待
を
胸
に
注
目
し
て
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
ま
た
政
権

交
代
で
検
討
中
止
の
よ
う
な
こ
と
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　
さ
て
、
昨
年
は
我
々
あ
か
つ
き
コ

ロ
ニ
ー
に
お
い
て
も
激
動
の
年
で
し

た
。
入
所
授
産
部
門
の
廃
止
や
B
型

単
独
施
設
の
立
ち
上
げ
、
瑞
穂
町
指

定
管
理
施
設
受
託
、
A
型
の
雇
用
の

場
と
し
て
の
給
食
部
の
立
ち
上
げ
、

建
物
の
修
繕
事
業
等
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア

し
な
が
ら
乗
り
越
え
た
一
年
で
し
た

が
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
給
食
部

の
立
ち
上
げ
は
、
あ
か
つ
き
作
業
所

の
新
し
い
事
業
の
一
つ
と
な
り
ま
し

た
。
開
設
当
初
は
多
少
バ
タ
バ
タ
し

た
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、現
状
で
は
、

A
型
雇
用
の
新
し
い
部
所
と
し
て
き

ち
ん
と
機
能
し
、
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ

ー
の
皆
様
に
お
い
し
い
給
食
を
提
供

で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

B
型
の
延
長
線
上
で
の
Ａ
型
と
い
う

考
え
方
で
は
な
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
の
連
携
に
よ
る
雇
用
と
い
う
形
も

新
し
い
形
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
よ

り
あ
か
つ
き
作
業
所
は
Ａ
型
単
独
施

設
と
し
て
定
員
20
名
で
の
運
営
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
現
状
は
、
定
員
が

増
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
残
念
な

が
ら
給
食
部
も
含
め
て
も
定
員
に
は

満
た
な
い
状
態
で
す
。
し
か
し
、
全

員
が
雇
用
契
約
を
結
ん
で
い
る
利
用

者
で
す
の
で
、
昨
今
の
社
会
情
勢
の

中
で
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い

わ
れ
て
い
る
施
設
の
Ａ
型
雇
用
と
し

て
は
健
闘
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。（
雇
用
＝
授
産
事
業
の
高
い
レ

ベ
ル
）
と
な
り
、
現
場
職
員
や
施
設

に
対
す
る
負
荷
は
相
当
な
も
の
に
な

り
ま
す
が
、
A
型
雇
用
者
の
受
け
入

れ
先
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
は
昨
今

の
社
会
情
勢
の
中
で
は
、
我
々
の
よ

う
な
施
設
が
持
っ
て
い
る
重
要
な
社

会
的
使
命
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今

年
も
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
努
力

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
入
所

部
門
を
閉
鎖
し
た
後
の
法
人
と
し
て

の
方
向
性
も
少
し
目
鼻
が
立
ち
つ
つ

あ
り
、
着
実
に
少
し
ず
つ
前
に
進
み

な
が
ら
一
年
一
年
を
乗
り
切
っ
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
毎
年
の
こ
と

で
す
が
、
あ
か
つ
き
の
理
念
「
共
に

働
く
　
共
に
生
き
る
　
共
に
創
る
」

精
神
を
合
言
葉
に
皆
で
協
力
し
て
乗

り
越
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　

　
セ
ル
プ
あ
か
つ
き所

長
　
赤
星
洋
子

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
就
職
氷
河
期
と
言
わ
れ
、

不
況
を
物
語
る
混
沌
と
し
た
一
年
で

し
た
が
、
今
年
こ
そ
少
し
で
も
景
気

が
上
向
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ

と
心
か
ら
願
っ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
兎
年
は
「
跳
ね
る
年
」
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
兎
に
あ
や

か
っ
て
行
動
の
年
、成
果
の
出
る
年
、

飛
躍
の
年
に
な
る
よ
う
、
元
気
に
跳

ね
て
良
い
年
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
さ
て
こ
の
１
月
か
ら
「
武
蔵
村
山

市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ら

い
」
か
ら
、「
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
」

の
所
長
と
し
て
異
動
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
新
し
い
仲
間
と
共
に
新

し
い
気
持
ち
で
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。　

　
こ
れ
ま
で
「
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ら
い
」
の
発
足
時
か
ら
約

三
年
間
、
三
障
害
全
て
の
方
の
就
労

新
年
の
抱
負

新
年
の
抱
負

新
年
の
抱
負

　
さ
く
ら
の
平
成
22
年
10
月
か
ら
12

月
ま
で
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
職
員
の
体
制
と
し
て
は
、
10
月
１

日
よ
り
竹
内
祐
治
さ
ん
が
あ
か
つ
き

か
ら
さ
く
ら
に
異
動
と
な
り
、
正
職

４
名
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
利
用
者
は
定
員
30
名
の
と

こ
ろ
、
現
在
、
24
名
の
方
が
在
籍
、

通
所
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の

方
々
は
、
日
々
の
仕
事
、
そ
し
て
、

行
事
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
10
月
か
ら
の
行
事
に
つ
い
て
記
し

て
み
ま
す
と
、
10
月
５
日
（
火
）
に

日
帰
り
旅
行
実
施
。
ま
た
、
10
月
17

日
（
日
）、
11
月
21
日
（
日
）
に
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
。
ま
た
、

10
月
24
日
（
日
）
に
は
福
祉
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
に
参
加
。11
月
13
日（
土
）、

14
日
（
日
）
に
は
、
瑞
穂
町
産
業
ま

つ
り
に
参
加
。ま
た
、12
月
４
日（
土
）

に
は
、
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に

参
加
。
そ
し
て
、
12
月
14
日
（
火
）

に
は
、
半
日
を
使
っ
て
さ
く
ら
の
忘

年
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
10
月
の
日
帰
り
旅
行
は
群
馬
県
伊

香
保
方
面
に
大
型
バ
ス
で
行
き
、
伊

香
保
上
州
物
産
館
で
の
昼
食
、
買
い

物
、
そ
し
て
、
伊
香
保
シ
ス
テ
ィ
ー

ナ
サ
ン
エ
イ
猿
劇
場
で
お
猿
さ
ん
の

芸
や
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
見
学
し
、

一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
利
用
者
は

22
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
さ
く

ら
と
し
て
は
飲
み
物
と
自
主
製
品
の

手
作
り
石
鹸
の
販
売
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
方
に
は
、
参
加

希
望
者
に
は
、
お
仕
事
と
し
て
手
伝

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
利
用
者

は
、
常
時
４
〜
５
名
の
方
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
最
近
で
は
、
あ
か
つ
き
の
職

員
の
方
々
も
見
に
き
て
い
た
だ
き
、

さ
く
ら
と
の
交
流
を
し
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
「
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」、「
産
業
ま
つ
り
」、「
ふ
れ
あ

い
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
は
、
町
や
社
会

福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
委
員

会
を
設
け
て
準
備
し
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
に
初
め
て
参
加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
他
団
体
の
方
々
と
の
交
流
も

出
来
ま
し
た
し
、
さ
く
ら
を
知
っ
て

い
た
だ
く
に
は
、
と
て
も
い
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
さ
く
ら
の
忘
年
会
は
、
午

前
中
の
仕
事
を
早
目
に
終
了
し
、
昼

前
頃
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
カ
ラ
オ

ケ
、ジ
ャ
ン
ケ
ン
勝
ち
抜
き
ゲ
ー
ム
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
を
お
こ
な
い
、
全

員
で
楽
し
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
さ
く
ら
に
来
て
良
か
っ
た
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
、
ま
た
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
作
業
所
づ
く
り
に
職
員

一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

さ
く
ら
近
況
報
告

さ
く
ら
近
況
報
告

さ
く
ら
近
況
報
告

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
支
援
課
長
　
五
十
嵐
　
崇

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
支
援
課
長
　
五
十
嵐
　
崇

寺
尾
さ
ん
よ
り
寄
付

　
こ
の
度
、
故
寺
尾
英
明
さ
ん
か

ら
寄
付
を
い
た
だ
き
、
車
い
す
用

体
重
計
と
血
圧
計
を
購
入
い
た
し

ま
し
た
。
寺
尾
英
明
さ
ん
は
平
成

９
年
11
月
か
ら
平
成
18
年
12
月
ま

で
の
約
９
年
間
、
あ
か
つ
き
授
産

所
に
て
生
活
さ
れ
、
印
刷
編
集
の

仕
事
を
さ
れ
ま
し
た
。
退
所
後
は

実
家
近
く
の
静
岡
県
の
療
護
施
設

に
移
ら
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
昨
年
５
月
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
故
寺
尾
英
明
さ
ん
の
遺
言
に
よ

り
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
の
利
用
者

の
た
め
に
と
、
金
五
〇
万
円
寄
付

を
い
た
だ
き
、
利
用
者
の
健
康
管

理
に
役
立
て
る
た
め
下
記
の
機
器

を
購
入
し
た
次
第
で
す
。

　
謹
ん
で
寺
尾
英
明
さ
ん
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
人

　
紹
介

新
人

　
紹
介
新
人

　
紹
介

作業部一課
長田 明

　
初
め
ま
し
て
長
田
で
す
。一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■ 血圧計 ■ 車いす用体重計

7 2

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
が
長
く

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
障
害

者
の
就
労
支
援
を
担
う
者
に
と
っ
て

今
の
日
本
経
済
で
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
主
力
の
印
刷
事
業
は
市
場
が
年
々

狭
ま
り
、
他
の
事
業
も
現
状
維
持
な

ら
御
の
字
と
い
う
具
合
で
、
収
益
の

確
保
は
非
常
に
厳
し
く
、
利
用
者
へ

の
賃
金
・
工
賃
保
障
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
障
害
者
の
一
般
就
労
も
こ
の

不
況
で
は
雇
用
さ
れ
る
こ
と
も
厳
し

く
、そ
の
定
着
さ
え
危
う
い
状
況
で
す
。

　
そ
の
様
な
状
況
で
も
高
賃
金
・
高

工
賃
を
支
払
っ
て
い
く
と
い
う
当
法

人
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
指
針
は
何

と
か
維
持
さ
れ
て
お
り
、
障
害
者
雇

用
支
援
で
も
一
定
の
雇
用
者
数
が
維

持
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
所
員
全
員

の
努
力
の
成
果
で
あ
る
と
改
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
平
成
18
年
か
ら
施
行
さ
れ
た

障
害
者
自
立
支
援
法
も
一
昨
年
廃
止

の
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
、
昨
年
は

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
が
設

け
ら
れ
、
新
た
な
福
祉
法
策
定
の
た

め
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
国
が
示
し
て
い
る
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
は
平
成
24
年
に
は
障
害
者
総

合
福
祉
法
（
仮
称
）
を
制
定
し
、
遅

く
と
も
平
成
25
年
８
月
ま
で
に
は
障

害
者
自
立
支
援
法
を
廃
止
し
新
た
な

総
合
的
な
福
祉
法
制
を
実
施
す
る
と

約
束
し
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
で
い

く
と
今
年
（
平
成
23
年
）
中
に
は
新

法
の
骨
格
案
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
具
体
的
な
中
身
に
つ
い

て
は
検
討
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

本
当
に
間
に
合
う
の
か
疑
問
の
声
も

あ
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
新
法
の
総
合
福
祉
法
で
は

対
象
障
害
者
の
範
囲
を
全
て
の
障
害

者
と
し
、
利
用
者
負
担
も
応
能
負
担

に
な
る
こ
と
や
事
業
者
へ
の
支
払
い

方
式
は
日
額
・
月
額
併
用
方
式
が
検

討
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
障
害
者
や
福

祉
事
業
者
に
と
っ
て
良
い
方
向
の
内

容
と
な
っ
て
お
り
、
是
非
と
も
早
期

の
実
現
を
期
待
し
ま
す
。

　
一
方
改
革
推
進
会
議
で
は
障
害
者

の
雇
用
推
進
と
同
時
に
施
設
で
働
く

障
害
者
の
労
働
者
性
に
つ
い
て
も
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
授
産
施
設
や

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
は
い
わ
ゆ
る
作

業
を
行
う
施
設
で
す
が
、
現
状
の
法

律
で
は
作
業
訓
練
を
行
う
施
設
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
な
の

か
訓
練
な
の
か
、
こ
の
矛
盾
が
長
く

作
業
を
行
う
施
設
で
は
付
き
ま
と
っ

て
き
ま
し
た
。こ
の
矛
盾
に
対
し
て
、

施
設
で
働
く
障
害
者
も
労
働
者
で
あ

る
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
労
働
者
と
い
う
こ
と
は
労

働
法
に
沿
っ
た
権
利
が
得
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
位
置
付
け
が
明
確
化

さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
壁
に
な
る
の
が
現
状
の
福

祉
作
業
所
で
支
払
わ
れ
て
い
る
工
賃

で
す
。
今
の
全
国
の
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
の
平
均
工
賃
は
１
万
４
千
円
前

後
で
、
各
都
道
府
県
で
定
め
ら
れ
て

い
る
最
低
賃
金
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
る
の
が
現
実
で
す
。
今
の
経
済
情

勢
と
福
祉
作
業
所
の
形
態
で
は
こ
の

差
を
埋
め
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

あ
り
、
部
分
的
な
手
直
し
で
は
不
可

能
で
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
公
的
賃
金
保
障
の
制
度
策
定
の

検
討
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
未
知
数
で
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
方
向
に
進
ん
で
い
く
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
。
た
だ
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ

ー
も
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る
事
業

所
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

今
後
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
の
で
、
注
視
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
も
昨
年
３
月

に
施
設
入
所
支
援
を
廃
止
し
通
所
型

施
設
と
な
っ
て
10
ヶ
月
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
４
月

に
は
新
た
に
瑞
穂
町
と
の
指
定
管
理

契
約
を
結
び
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

「
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
」
を

開
所
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
通
所
型
施
設
へ
の
移
行
は
法
人
経

営
や
職
員
配
置
等
組
織
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
昨
年
は
そ
の

整
備
の
年
と
捉
え
て
法
人
運
営
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
ま
だ
ま
だ
通
所
型
へ
の
整

備
は
続
き
ま
す
が
、
今
年
の
目
標
と

し
て
は
就
労
移
行
支
援
の
内
容
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
１
月
か
ら
人
員
を
一
人
増
や

し
、
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
実
習

の
拡
大
、
協
力
関
係
団
体
と
の
連
携

を
強
め
、
一
人
で
も
多
く
の
障
害
者

が
一
般
雇
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
就
労
支
援
事
業
に
も
引
き
続

き
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
印
刷
事

業
、
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
、
ウ

エ
ス
事
業
、
封
入
作
業
や
お
し
ぼ
り

事
業
等
、
当
法
人
に
と
っ
て
就
労
支

援
事
業
の
発
展
は
永
遠
の
テ
ー
マ
で

あ
り
、
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
が
存
続

し
て
い
く
以
上
、
切
っ
て
も
切
り
離

せ
な
い
も
の
で
す
。
景
気
の
上
下
に

よ
っ
て
そ
の
都
度
風
雪
に
さ
ら
さ
れ

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
通
所

者
の
賃
金
・
工
賃
等
の
所
得
保
障
は

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
の
責
務
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
障
害
の
重
た
い
人
が

増
え
て
い
る
こ
と
や
今
後
の
各
事
業

の
展
望
を
考
え
る
と
、
や
は
り
新
た

な
事
業
展
開
が
必
要
で
積
極
的
に
新

規
事
業
の
開
拓
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
精
神
障
害
者
通
所
授
産
施
設
ス
ペ

ー
ス
・
ま
ど
か
も
い
よ
い
よ
今
年
４

月
に
新
体
系
移
行
を
実
施
し
、
就
労

移
行
支
援
と
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の

常
務
理
事

　
高
　
橋
　 

毅

常
務
理
事

　
高
　
橋 

 

毅

新
年
あ
い
さ
つ

新
年
あ
い
さ
つ

新
年
あ
い
さ
つ

神
山
明
美

　
平
成
二
十
二
年
十
月
十
五
日

（
金
）
に
「
所
内
旅
行
」
を
行
い

ま
し
た
。
行
き
先
は
、
お
台
場
の

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
見
学
と
舞
浜
ヒ
ル

ト
ン
ホ
テ
ル
で
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ

ン
グ
で
す
。
行
き
先
を
決
め
る
に

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
最
も

希
望
が
多
か
っ
た
場
所
に
な
り
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
参

加
人
数
九
十
一
名
、
バ
ス
３
台
で

行
き
ま
し
た
。最
初
の
目
的
地
は
、

ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
で
す
。
バ
ス
の

中
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
談
笑
の
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
私
の
乗

っ
た
バ
ス
で
は
、
歌
を
歌
う
の
が

好
き
な
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
絶

え
間
な
く
音
楽
が
流
れ
て
い
ま
し

た
。
懐
か
し
い
曲
も
あ
り
、
一
緒

に
口
ず
さ
ん
で
い
た
人
も
い
ま
し

た
。
や
が
て
、窓
越
し
の
風
景
が
、

都
心
の
ビ
ル
が
多
く
な
っ
て
き
て
、

東
京
タ
ワ
ー
や
ベ
イ
ブ
リ
ッ
チ
が
見

え
て
来
た
時
に
は
、
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
バ

ス
は
、
舞
浜
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
に
到

着
し
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
で
は
、
豪
華
な
ご
馳
走
と

優
雅
な
雰
囲
気
に
、
つ
い
、
お
腹
が

一
杯
に
な
る
ま
で
食
べ
て
し
ま
っ
た

人
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
の
前
で
集
合

写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
次
の
目
的
地
で
あ
る
フ

ジ
テ
レ
ビ
を
目
指
し
て
出
発
し
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
局
の
見
学
だ
け
に
芸
能

人
に
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
期
待
で

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
向
か
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
フ
ジ
テ
レ
ビ
で
は
、
大

勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
お
り
、展
望
台
、

撮
影
ス
タ
ジ
オ
、
馴
染
み
の
テ
レ
ビ

番
組
の
展
示
物
な
ど
、
見
学
す
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
思
い
思
い

の
フ
ジ
テ
レ
ビ
グ
ッ
ズ
を

買
い
物
し
、
お
み
や
げ
い

っ
ぱ
い
で
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。
念
願
の
芸
能
人
に

会
え
た
人
が
い
た
か
は
、

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

其
々
、
楽
し
か
っ
た
場
面
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
あ
か
つ
き
へ

帰
り
ま
し
た
。
無
事
に
事
故
も

な
く
、
楽
し
く
旅
行
が
で
き
て

と
て
も
良
い
一
日
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

〜
お
台
場
、

　
フ
ジ
テ
レ
ビ
見
学
と

　
　
舞
浜
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
、

　
　
　
　
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
〜

所
内
旅
行

　
一
月
よ
り「
と
ら
い
」で
お
仕
事

を
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
何
も
わ
か
ら
ず
、皆
様
の
お
世

話
に
な
る
事
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

とらい
五十嵐 久恵

　
P
C
と
向
き
合
う
だ
け
で
な
く
、

こ
こ
で
は
色
々
な
方
と
接
し
、お

話
す
る
事
が
出
来
て
楽
し
い
で
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
話
し
掛
け
て

下
さ
い
。

印刷部 編集
茂木 伸之

　
若
い
利
用
者
さ
ん
と
共
に
す
ご

し
て
き
ま
し
た
。凄
い
、凄
い
と
関

心
す
る
事
も
度
々
…
。

　
そ
し
て
今
、利
用
者
の
皆
さ
ん

が〝
あ
か
つ
き
〞か
ら
旅
立
っ
て
い

く
為
に
、本
気
に
な
っ
て
働
い
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

就労移行
中村 泰子

　
９
月
15
日
よ
り
セ
ル
プ
あ
か
つ

き
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。皆
さ

ま
と
共
に
、ま
た
自
分
も
成
長
で

き
る
よ
う
に
頑
張
る
事
が
楽
し
み

で
す
。

　
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

就労移行
西出 英高

　
７
月
か
ら
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

で
、給
食
部
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
、教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
働
い
て
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 給食部

竹内 恵子

　
８
月
か
ら
給
食
部
に
入
り
ま
し

た
。給
食
の
経
験
が
あ
る
の
で
勉

強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

給食部
須貝 光子



　
出
　
張
・
研
　
修

　
主
　
な
　
事
　
柄

・
新
年
あ
い
さ
つ
・
抱
負

・
研
修
報
告

・
さ
く
ら
近
況
報
告

・
所
内
旅
行
報
告

・
新
人
紹
介

ススポポッットト

編
集
後
記

編
集
後
記

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。今
年
も
あ
か
つ
き
新
聞

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃

は
も
っ
と
寒
か
っ
た
様
に
感
じ
ま
す
。

　
正
月
明
け
に
河
口
湖
に
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
湖
は
全
く
氷
っ
て

お
ら
ず
普
段
の
様
相
で
し
た
。昔

は
こ
の
時
期
だ
と
氷
結
し
て
い
た

は
ず
で
、寒
い
寒
い
と
言
い
つ
つ
も

実
際
は
温
暖
傾
向
に
あ
る
の
だ
と

感
じ
ま
す
。

　
昨
年
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
と
な

り
大
変
で
し
た
が
、
今
年
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
前
に

花
粉
が
去
年
の
10
倍
以
上
飛
散
す

る
と
い
う
話
で
す
。私
も
含
め
そ

ろ
そ
ろ
覚
悟
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
Ｔ

入
所・退
所

入
所・退
所
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武蔵村山市障害者就労支援センターとらい

７
　
月

　
14
　
あ
き
る
の
学
園
見
学
来
所

　
22
　
床
清
掃

８
　
月

　
４
　
健
診
（
車
い
す
者
　
５
日
迄
）

　
６
　
ボ
イ
ラ
ー
性
能
検
査

　
７
　
水
質
検
査

　
10
　
夏
期
休
暇
（
13
日
迄
）

　
17
　
エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

　
26
　
地
域
子
ど
も
交
流
会

　
　
　
市
内
特
別
支
援
学
級

（
中
学
校
）
先
生
見
学
来
所

　
27
　
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
保
護
者
会

9
　
月

　
２
　
消
防
設
備
点
検

　
５
　
福
祉
ま
つ
り

　
16
　
地
震
避
難
訓
練

　
17
　
第
三
者
評
価
職
員
説
明
会

　
27
　
第
三
者
評
価
利
用
者
調
査

　
　
　（
29
日
迄
）

10
　
月

　
１
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
12
　
東
京
都
監
査
局
監
査

　
15
　
所
内
旅
行
（
お
台
場
）

　
18
　
ま
ど
か
利
用
者
健
診

　
20
　
空
調
切
替

　
21
　
床
清
掃

　
25
　
火
災
避
難
訓
練

　
26
　
ま
ど
か
新
体
系
移
行
説
明
会

　
27
　
理
事
会
・
評
議
員
会

11
　
月

　
１
　
第
三
者
評
価
訪
問
調
査（
５
日
迄
）

　
25
　
職
員
集
会

　
26
　
健
診
（
利
用
者
　
29
日
）

　
29
　
エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

12
　
月

　
21
　
第
三
者
評
価
結
果
報
告
会

　
28
　
納
会
・
忘
年
会

７
　
月

　
５
　
市
長
挨
拶

　
8
　
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
講
習

（
小
室
　
９
日
迄
）

　
9
　
市
業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　
10
　
さ
お
り
織
り
研
修（赤

星
・
遠
藤
）

　
15
　
ゼ
ン
コ
ロ
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　（
綱
嶋
　
16
日
迄
）

　
30
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
高
橋
・
遠
藤
）

８
　
月

　
20
　
市
業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　
23
　
武
蔵
村
山
市
地
域
福
祉
懇
談
会

（
永
井
）

　
27
　
授
産
連
企
画
委
員
会
（
遠
藤
）

　
　
　
ゼ
ン
コ
ロ
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
遠
藤
）

９
　
月

　
２
　
政
党
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
（
遠
藤
）

　
３
　
ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会（
高
橋
）

　
７
　
中
堅
職
員
研
修（

岡
部
８
日
迄
）

　
14
　
就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋
・
加
藤
）

　
16
　
精
神
授
産
連
（
遠
藤
）

　
29
　
多
摩
地
域
自
立
支
援
協
議
会
交
流
会

（
高
橋
）

　
　
　
武
蔵
村
山
市
地
域
福
祉
懇
談
会

（
永
井
）

10
　
月

　
６
　
中
堅
職
員
研
修（

稲
積
７
日
迄
）

　
７
　
ゼ
ン
コ
ロ
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
綱
嶋
　
９
日
迄
）

　
８
　
市
業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　
20
　
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
研
修

（
高
橋
・
永
井
・
大
滝
・
小
室
・

神
山
・
稲
積
　
2
1
日
迄
）

　
21
　
就
労
ネ
ッ
ト
（
加
藤
）

　
22
　
ゼ
ン
コ
ロ
研
修
会

（
湯
澤
・
永
井
・
熊
谷
・
赤
星
）

　
　
　
ゼ
ン
コ
ロ
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
遠
藤
）

　
28
　
ゼ
ン
コ
ロ
拡
大
理
事
会

（
湯
澤
・
高
橋
）

11
　
月

　
９
　
中
堅
職
員
研
修（

横
尾
10
日
迄
）

　
12
　
市
業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　
13
　
自
立
支
援
協
議
会
（
高
橋
）

　
　
　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
講
習

（
藤
澤
・
山
本
　
14
・
20
・
21
日
）

　
16
　
東
社
協
総
会
（
高
橋
）

　
18
　
ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会（

高
橋
）

　
22
　
東
社
協
研
修

（
高
橋
・
五
十
嵐
・
戸
村
）

　
25
　
会
計
研
修
（
益
本
）

　
26
　
都
説
明
会
（
戸
村
）

　
29
　
就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋
・
加
藤
）

12
　
月

　
１
　
市
業
務
連
講
演
会（遠

藤
・
加
藤
）

　
17
　
業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　
　

■
入
所

　
７
月
　
須
貝
光
子
（
給
食
部
）

　
８
月
　
竹
内
恵
子
（
給
食
部
）

　
９
月
　
西
出
英
高（
就
労
移
行
部
）

　
10
月
　
中
村
泰
子
（
就
労
移
行
部
）

　
　
　
　
茂
木
伸
之
（
印
刷
部
）　

　
12
月
　
長
田
　
明
（
作
業
部
一
課
）

　
１
月
　
五
十
嵐
久
恵
（
と
ら
い
）

■
退
所

　
７
月
　
柳
　
由
佳（
就
労
移
行
部
）

　
８
月
　
高
岡
良
徳（
就
労
移
行
部
）

　
12
月
　
胡
摩
正
章（
作
業
部
一
課
）

　
　
　
　
竹
内
篤
志
（
印
刷
部
）

寄
　
　
贈

　
12
月
24
日
、
三
信
工
業
上
野
幸

彌
様
よ
り
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の

ご
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
。

　
上
野
様
に
は
平
成
10
年
よ
り
毎

年
ケ
ー
キ
を
頂
い
て
お
り
、
利
用

者
も
毎
年
美
味
し
く
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
謹

ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ありがとう ! !

8


